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「中・高等科における国際交流を考えるワークショップ」報告
高等科平成22年度国際交流主管
　　　　岩垂　雅子
　高等科から派遣する留学生の増加や外国人留学生の受け入れ，外国人生徒の訪日団の学
校訪問，さらには平成21年度から中等科がニュージーランド短期研修プログラムを開始
するなど，ここ数年来の中・高等科の国際交流事業は目覚ましい発展を遂げている．この
ような状況をうけて，平成22年度には中・高等科長と中・高等科の国際交流委員の有志
に加えて，高等科生の留学準備や中等科の研修旅行でお世話頂いているJTB教育第一事
業部の参加者数名を交え，中・高等科における国際交流事業の将来について意見交換を行
うワークショップを開いた．
　ここでは，全部で4回行われた会合を，参加者の一人であるJTB教育第一事業部・大
澤央樹氏の作成した記録をもとに振り返ることによって，今後の中・高等科の国際交流事
業にむけて何がしかの知見を得たいと思う．
【ワークショップ参加者（所属・役職）】
岩垂雅子（高等科・平成22年度国際交流主管），岩本尚子（中等科・平成22年度国際交
流主管），宇佐川浩隆（JTB教育第一事業部），大澤央樹（JTB教育第一事業部），上嶋敏
裕（中等科・平成22年度国際交流主管），武岡由香利（JTB教育第一事業部），林知宏
（中・高等科長），ヘィミッシュ・フォレスター（高等科・平成22年度国際交流主管），山
本昭夫（高等科・国際交流委員），米山周作（高等科・国際交流委員）
＊以上，アイウエオ順，敬称略
【第1回ワークショップ　2010年4月26日（於：社会科教室2）】
　初回にあたり，①中学・高校生にできる国際交流にはどのようなものがあるか，②中学・
高校生が国際交流をすることによるメリットとデメリット，③中・高等科における国際交
流事業のメリットとデメリット，という3つのテーマについてブレインストーミングを行っ
た，
テーマ①：「中学・高校生にできる国際交流にはどのようなものがあるか」
　レ国内や海外での語学研修，ホームステイ，異文化体験プログラムなどがある．国内で
　　の異文化体験プログラムの具体例としては，各国の大使館訪問や，インターナショナ
　　ルスクール，朝鮮・韓国人学校，フランス人学校，ドイッ人学校，インド人学校など
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都内近郊の外国人学校との交流，インド人コミュニティ，ブラジル人コミュニティ，
韓国・朝鮮人コミュニティなどの訪問，駐日米軍キャンプの見学・ホームステイ等が
挙げられる．たとえば，高等科1年必修の地理の授業で扱う教材「バナナとエビと私
たち」（岩波ブックレットNo．551）に関連づけて，バナナやエビの生産国であるフィ
　リピン大使館やインドネシア大使館を活用することも一計である．
レ開発教育の一環としてゲーム形式で異文化理解を深めることも有効だろう．
レ通信技術・IT技術を用いた海外校との交流の発展も望まれる．
テーマ②：「中学・高校生が国際交流をすることによるメリットとデメリット」
［メリット］
　　異文化理解，国際的視野の広がり，語学の上達，大学入試へのプラスの作用，知識だ
　けでなく体験を通して理解を深められる，語学習得や異文化理解へのモチベーションが上
　がる，自分の適性に気付いたり自分自身への理解を深めたりする契機になる，日本人とし
　ての価値観を再認識できる，（親元を離れる場合には）勇気や自信，自立心を高める好機
　になる，などが挙げられる．
［デメリット］
　　留学先から戻ったあと日本の教育現場に失望を深めて学習意欲を喪失する，異文化問
　においてステレオタイプ的なモノの見方・考え方に陥ってしまう，留学を「ロスタイム」
　と捉えることにより大学進学や就職などの面で留学が不利に作用する，生徒が単独で留
　学を経験する場合は何らかの危険に巻き込まれ大きな自信喪失やトラウマが生じる契機
　となりうる，差別的待遇を受ける可能性がある，学校に上手く馴染めない，ホストファ
　ミリーとのトラブルが生じる可能性がある，といったものが考えられる．以上をふまえ
　て，デメリットの回避・軽減のために帰国後の学校や家庭でのケアが重要となる．
　　また，ここ数年来，全国的にみて海外留学に出て行く生徒数は減少傾向にあるが，そ
　の背景にはこれら一連のリスクと留学の効果との兼ね合いで，リスク回避の判断がなさ
　れていることがうかがわれる．とりわけ，大学進学や就職などの面で留学が不利に作用
　するリスクについては，日本社会の側で留学を経験した学生の評価や受入れ体制が十分
　に整っていないということの表れではないかと考えられる．
　　加えて，国内の学校の成績不振を理由に，海外留学へ逃避するというネガティブな留
　学も少なからずみられる．
テーマ③：「中・高等科における国際交流事業のメリットとデメリット」
［メリット］
　　外国語授業の学習内容を実践する場を提供できる，国際交流の「質」に重点を置くこと
　で入学志願者を集める好材料となる，進学の際に多彩な進路選択が可能となる，などが
挙げられる．また，中等科のニュージーランド研修の成果が今後どのような形で表れる
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　か注視される．
［デメリット］
　　学校側の経済的負担や教員の負担の増加，国際交流事業の規模が拡大するほど教員全
　体の共通認識を得るのが困難になる，両科間における国際交流事業に対する共通認識を
　得るのが困難になる，留学から帰国した生徒の受け入れ体制が十分とはいえない状況に
　ある，事業の継続を維持することは多大な労力と費用を要する，生徒が関心を寄せる対
象地域は圧倒的に英語圏（とくにアメリカ，カナダ，オーストラリア，ニュージーラン
　ド，イギリス）に集中しており，国際交流事業の相手国が偏りがちになる，などが挙げ
　られる．
　　とりわけ新規事業の是非を判断する際に，教員の負担増加を伴うことが予見される場
　合は，事業内容の是非とは別の次元で採択が困難になる傾向にある．
【第2回　ワークショップ　2010年10月27日（於：社会科教室2）】
　第1回目の会合で出された諸点について更に掘り下げるべく，中・高等科の国際交流事
業の経緯を簡単に振り返りながら，学校主催の海外研修旅行の意義や近年の動向，教員の
国際交流事業への取り組み方の工夫などについて様々な意見交換を行った．
（1）中・高等科の主な国際交流プログラム
　レ高等科の国際交流事業：
　　1970年～80年代　ハワイ短期研修
　　1990年代　　オーストリアへの留学生派遣，オーストラリアの私立高校との交流
　　1990年代～　米国の私立高セントポールズ校（メリーランド州）との教員交流
　　　　　　　　米国の私立高レイクサイド校（ワシントン州）の国際交流プログラム
　　　　　　　　に参加
　　1995年～1997年　英国イートン校サマースクールに参加
2000年～
2005年～
2008年
2009年
2010年
セントポールズ校との生徒交換
海外留学予定の生徒や英語に関心の高い生徒を対象にした英語による
アカデミックスキルのワークショップを開催
日本政府の東アジア青少年交流事業で来日した中国人高校生や，卒業
生の仲介により台湾から来日した高校生の学校訪問受入れ
協定校セントポールズの生徒を中心としたボルティモアの野球チーム
が高等科野球部と親善試合
北京師範大学附属中学校の生徒の学校訪問受入れ
レ中等科の国際交流事業
2010年～　　ニュージーランド短期研修
2010年～　　高等科で開かれる各種ワークショップや， 中国人中学生の学校訪問受
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　　　　　　け入れに中等科生の有志が参加
2010年～　　高等科在籍中の留学生や短期留学生が中等科の授業を受講
②　学校主催の海外研修について
　レ多くの親が自分の子どもを単独で留学や語学研修に出すことに強い抵抗感を抱くこと
　　を背景として，学校主催の海外研修旅行は，安心して我が子に海外体験をさせたいと
　　願う親にとって理想的なプログラムであり，それゆえ期待も過大になりやすい．
　レ中等科では2010年度からニュージーランドの短期研修プログラムを開始したが，現
　　在，高等科では海外研修事業は行っていない．その理由としては，次の3つが挙げら
　　れる．
　　①「自分にとって何が有用で，どれくらいの期間，どこに赴いたらいいか」を自ら探
　　　求することから真の「研修」が始まるのであり，嘗てのような海外研修のお膳立て
　　　をすることは高校生にとって「研修」になりえない．学校としては，生徒が自力で
　　　見出した留学や研修への参加の支援を惜しまないが，学校主催で企画・運営するこ
　　　とは望ましい研修のあり方とはいえないのではないか，という意見も出た。
　　②数多くの留学斡旋団体が多様な留学・研修プログラムを提供し，さまざまな情報が
　　　十分に得られるようになった今日において，学校主催で研修をする意義は相対的に
　　　減じてきたと考える．
　　③日本経済の低迷が続くなか，学費の高額化も相まって，多額の費用が求められる研
　　　修には参加希望者が集まりにくくなった一例として，英国イートン校で開催された
　　　3週間のサマースクールが700，000円以上を要した過去の例が紹介された．
（3）近年の動向
　レ留学先の高校から現地の大学進学を志す者や，高等科卒業後に海外の大学や大学院に
　　進学する卒業生も近年みられる．進学先の一例として，シラキュース大学，サンフラ
　　ンシスコ大学，コロンビア大学，南カリフォルニア大学，グリネル大学などが挙げら
　　れる．
　レ国際ロータリーやAFS留学生としてアジア人留学生を受け入れることはあっても，
　　高等科からアジアへ留学生を派遣したり，アジアの大学へ進学したりする例は極めて
　　少ない．
　レ学校としては，生徒の留学や進路の選定にはできるだけ生徒本人の意向を反映させる
　　ことが望ましいと考えるが，親子間の合意形成が難しいケースが散見する．（例えば，
　　親だけが留学に積極的なケースや，子どもが希望している留学を親が大学進学のリス
　　ク回避のために断念させるケースなど）
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（4）教員が国際交流に取り組む環境づくり
　学校における国際交流事業の重要性は増加する一方で，教員や学校をとりまく社会環境
はここ数年来で大きく変化している．とりわけ教員の業務の質と量が高度化していく状況
において，国際交流事業への取り組みは決して容易ではない．そこで，今後の中・高等科
における国際交流事業の可能性を大きく左右するとも考えられる，国際交流事業を円滑に
進めるための環境づくりについて考えた．
　レ国際交流の企画を特別な「事業」あるいは「業務」と捉えず，生徒や留学生と一体に
　　なって楽しむことが肝要．あくまでも国際交流を日常業務の一部と考え，構えずに肩
　　の力を抜いて気軽に取り組むのが望ましい．協力してもらう先生方に新たな負担をか
　　けないようにする心配りが成功の重要な鍵となる．
　レ学習院のクラブ活動を生かし，クラブ単位で海外研修やスポーツ交流を行うと，幅広
　　い生徒や教員の参加が見込まれる．（例えば，平成10年英国イートン校ボート部来日
　　の折に開催された親善レース大会やサッカー部の欧州遠征，ボルティモア野球チーム
　　との親善試合など）
【第3回　ワークショップ2010年12月7日（於：305教室）】
　第2回目の会合において，今後，国際交流が発展するうえで重要な要素の一つと考えら
れる「クラブ単位での海外研修・スポーツ交流」についてさらに掘り下げ，国際交流事業
における中・高等科，男子部・女子部，さらには大学の国際交流センターとの連携の可能
性についても検討を行った．
　レクラブ単位での国際交流の可能性について　　．
　　・例えば，「午前に語学研修，午後はスポーツ」という組み合わせのプログラムで，語
　　　学の勉強以外の付加価値をアピールすれば，幅広い生徒と教員の参加が見込まれる．
　　・しかしながら，クラブ単位でのスポーツ交流といえども学校の国際交流事業として
　　　学校主催で行う限り，何がしか教員の負担増加は避けられず，そう簡単に実現でき
　　　ないのではないか，という疑念も残る．
　　・教員の負担軽減という点では学校を介さずに，たとえばJTB主催の企画など民間
　　　活力生かした国際交流の在り方を模索するのも一つの方法なのではないか．
　レ国際交流事業における中等科一高等科間の連携を強める可能性は？
　　・2010年7月に中国の中学生80名を半日受け入れた．その際に，中・高の連携がう
　　　まくいった要因は，万全な計画に基づいて遂行するという進め方ではなく，芋づる
　　　式に，臨機応変，現場の状況に応じて柔軟に対応したことが，結果的に成功を導い
　　　たと考えられる。
　　・あらゆる事業に関して高等科の教員全体の合意を得る必要があり，さらに加えて中
　　　等科教員全体の合意を得るのは決して容易な作業ではない．新規事業に着手する際
　　　には，たとえ事業の内容が良いものであっても，合意形成の順序や進め方が悪いと
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　　実現まで漕ぎつけることは難しいという現状がある．
レ男子部と女子部の連携による国際交流事業の可能性は？
　　男女でチームを成すようなものに可能性が見出せる．例えばG8ジュニアサミット
への参加や，海外でのワークショップに学習院チームとして参加することが考えられ
　る．また，実際に2008年には台湾から来日した高校生の学校訪問を受け入れた際，
相手校が男女共学校であったことから，女子部・男子部が協力して音楽選択者や古典
楽器のクラブの生徒らが共同でもてなし，好評を博した．
レ中・高等科と大学との連携
　・両科と大学・女子大学の国際交流センターがこれまでに連携した具体的な事例とし
　　ては，センター主催の留学生親睦会やバスツアー，日本の古典芸能鑑賞会などへの
　　高等科留学生の参加実績が挙げられる．
　・中・高等科側も大学側も教員の負担増には消極的であるので，国際理解に関する講
　演やワークショップなどを学校行事の枠組みとして実施するのは今の状況では難し
　　い．学校全体ではなく，担当教員の裁量が大きい選択科目の授業を活用していくこ
　　とが有用であろう，（例えば総合学習や選択科目の授業を利用した国際理解教育など）
　・学習院女子大学のラオス研修旅行に参加した学生が，女子部の生徒を対象に開発教
　育のワークショップを行った．教師や専門家が話し手を務めるのではなく，年齢の
　近い大学生が司会・進行役を務めることは中・高等科の生徒にとって好ましい効果
　　をもたらすのではないかと考えられる。
レJTBの参加者から話題として提供された小冊子「教育旅行（第58巻12号）』（発行：
　日本修学旅行協会）に掲載された，都内有数の国際理解教育に力を入れている私立高
の紹介記事をもとに意見交換を行った，
　・様々な分野でのこの学校の活躍が目覚ましいのは事実だが，「国際的な教育」の看
　板を全面に押し出して保護者や他校ヘアピールするやり方は学習院には馴染まない
　のではないか．そういう点においてこの学校は学習院とは対極にある学校と位置付
　　けられる．
　・とはいえ，この学校が掲げるビジョンを教員全員が共有している点は，大変好まし
　いといえよう．
【第4回ワークショップ　平成23年3月7日（於：社会科教室2）】
テーマ：これまでのワークショップを振り返る
　レ国際交流の場・機会としては，校内／校外／国内／海外と様々なレベルがあり，それ
　　ぞれにメリットとデメリットがある．とりわけ，海外留学のリスクについては，準備
　　段階での入念なリスク評価や，帰国後における学校や家庭でのケアが重要な鍵となる．
　レ学校全体で取り組むほかに，クラブ単位でスポーツや音楽などを通しての交流するこ
　　とに今後の可能性が見込まれる．
Hl
レ国際交流を軸にした学習院各科の連携を活発にするのが望ましいのではないか．各科，
両大学の連携，男子部一女子部間の連携をいっそう発展させることが，学習院ならで
はの国際交流を形作る鍵となるのではないか．
レ国際交流事業と学校のビジョンの整合性を高めることが今後ますます求められていく
　ことになろう．
